
62,500

第３金曜日発行　　　　第７６９号〔１〕　２０２１年（令和３年）　５月号

地
域
全
て
の
皆
さ
ん
の
交
通
安

全
に
も
つ
な
が
れ
ば
」
と
話
し

て
い
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

ま
た
「
守
東
お
や
じ
会
」
も

三
月
二
十
七
日
、
守
山
東
中
学

校
＝
小
幡
五
＝
校
内
の
除
草
作

業
を
行
い
、
保
護
者
ら
が
一
日

か
け
て
き
れ
い
に
し
た
。

　

守
東
お
や
じ
会
は
守
東
ブ
ロ

ッ
ク
（
守
山
東
中
・
小
幡
小
・

苗
代
小
）
の
保
護
者
や
Ｏ
Ｂ
有

志
ら
が
集
ま
り
、
八
年
前
に
発

足
。
会
員
同
士
で
の
交
流
を
は

じ
め
、
校
内
の
ペ
ン
キ
塗
り
や

職
業
講
演
会
を
行
う
な
ど
の
貢

献
活
動
も
続
け
て
い
る
。

　

除
草
作
業
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
生
徒
に
配
ら
れ
た
プ
リ
ン
ト

を
見
た
保
護
者
ら
が
参
加
。
持

ち
寄
っ
た
鎌
や
草
刈
り
機
を
使

い
、
学
校
フ
ェ
ン
ス
の
内
側
に

沿
っ
て
き
れ
い
に
し
た
ほ
か
、

雑
談
も
楽
し
ん
で
い
た
。

　

「
多
く
の
人
の
協
力
で
大
き

な
結
果
を
残
す
こ
と

が
で
き
、
み
ん
な
で

生
き
て
い
る
と
い
う

実
感
が
湧
い
た
」
と

同
会
の
鬼
頭
孝
典
会

長
。
「
こ
う
し
た
活

動
を
未
来
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
現
役

メ
ン
バ
ー
の
責
務
」

と
も
話
し
て
い
た
。

で
ね
」
と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
書
い
て
協
力
し
た
。

　

広
報
活
動
の
参
加
者
は
徒
歩

で
移
動
し
な
が
ら
、
配
食
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
高
齢
者
宅
を

順
番
に
訪
問
。
弁
当
と
チ
ラ
シ

を
手
渡
し
、
「
怪
し
い
電
話
に

は
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
」
な

ど
と
優
し
く
声
掛
け
し
た
。

　

昨
年
中
、
守
山
署
管
内
で
の

特
殊
詐
欺
の
認
知
件
数
は
二
十

二
件
で
、
被
害
総
額
は
約
三
千

八
百
万
円
。
同
署
は
「
電
話
で

現
金
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
・

暗
証
番
号
と
言
わ
れ
た
ら
、
詐

欺
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」
と

注
意
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

響
か
ら
二
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

っ
た
同
大
会
は
個
人
戦
・
八
ホ

ー
ル
三
回
の
合
計
打
数
で
競

技
。
平
子
勝
行
会
長
は
「
昨
年

度
は
大
会
全
て
が
中
止
に
な
っ

て
気
が
抜
け
た
感
じ
だ
っ
た

が
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん

（
敬
称
略
、
か
っ
こ
内
は
学
区

名
）
。

　

①
伊
藤
美
子
（
瀬
古
）
②
糟

谷
俊
夫
（
吉
根
）
③
加
藤
守
正

（
瀬
古
）
④
広
瀬
薫
（
小
幡
）

⑤
平
子
明
子
（
小
幡
）
⑥
太
田

勝
（
白
沢
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

　

「
名
古
屋
市
守
山
区
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
」
会
員
に

よ
る
春
季
大
会
（
中
日
新
聞
社

後
援
）
が
先
月
十
一
日
に
小
幡

緑
地
西
園
球
技
場
で
催
さ
れ
、

六
十
九
人
が
参
加
し
た
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
に
親
し
み
、
普
及

振
興
に
も
つ
な
げ
よ
う
と
す
る

も
の
。
開
会
式
に
は
、
新
任
の

児
玉
透
区
長
も
訪
れ
て
「
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
、

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

使
っ
て
い
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
、
有

事
の
際
は
炊
き
出
し
や
発
電
に

も
用
い
る
こ
と
が
で
き
、
温
か

い
食
事
の
提
供
や
携
帯
電
話
の

充
電
な
ど
が
可
能
に
な
る
。

　

守
山
消
防
署
で
の
締
結
式
に

は
、
関
係
者
ら
九
人
が
出
席
。

ジ
ー
ア
イ
ビ
ー
の
店
舗
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・

野
田
孝
志
さ
ん
と
、
下
志
段
味

学
区
防
災
安
心
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
の
加
藤
章
一
委
員
長
が
覚

書
に
署
名
、
押
印
し
た
。

　

締
結
を
終
え
、
「
地
域
防
災

活
動
の
一
助
と
な
れ
ば
。
引
き

続
き
、
地
域
と
の
結
び
付
き
を

強
く
し
て
い
き
た
い
」
と
野
田

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。
加
藤
委
員
長

は
「
地
域
の
安
心
安
全
の
た
め

の
大
き
な
力
に
な
る
」
と
話
し

て
い
た
。
同
覚
書
は
区
内
で
約

百
五
十
件
結
ば
れ
て
い
る

防
災
安
心
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

と
同
覚
書
を
結
ん
だ
。
大
規
模

災
害
時
に
は
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
や

発
電
機
な
ど
を
貸
し
出
す
。

　

同
店
は
、
ジ
ー
ア
イ
ビ
ー
＝

中
区
＝
が
全
国
展
開
し
て
い
る

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
で
、
名
古

屋
市
内
で
は
初
め
て
の
災
害
対

応
型
。
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
で

会
の
宮
治
久
仁
旺
委
員
長
、
立

会
人
の
丹
羽
達
夫
署
長
ら
六
人

が
出
席
。
覚
書
の
内
容
確
認
や

署
名
、
押
印
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

「
学
区
の
役
に
立
ち
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
覚
書
締
結
に
至

っ
た
。
ベ
ッ
ド
の
提
供
だ
け
で

な
く
、
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば

協
力
し
た
い
」
と
岩
本
代
表
取

締
役
。
ま
た
、
宮
治
委
員
長
は

「
大
規
模
災
害
発
生
時
に
地
域

が
困
る
で
あ
ろ
う
状
況
を
想
定

し
、
覚
書
締
結
の
お
声
掛
け
を

い
た
だ
い
た
。
非
常
に
う
れ
し

い
」
と
話
し
て
い
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

ま
た
「
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
ラ
ン

ド
リ
ー　

カ
イ
ン
ズ
名
古
屋
守

山
店
」
＝
下
志
段
味
生
下
り
＝

も
翌
十
六
日
、
下
志
段
味
学
区

　

原
境
町
の
「
山
昇
建
設
」
は

三
月
十
五
日
、
天
子
田
学
区
防

災
安
心
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と

大
規
模
災
害
時
の
支
援
協
力
に

関
す
る
覚
書
を
締
結
。
天
子
田

学
区
内
で
避
難
所
が
開
設
さ
れ

た
際
に
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
ベ
ッ
ド
を
提
供
す
る
。

　

同
社
は
、
土
木
工
事
で
用
い

ら
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ブ
ロ

ッ
ク
材
を
非
常
用
ベ
ッ
ド
に
転

用
し
、
商
品
化
。
簡
単
に
組
み

立
て
ら
れ
る
ほ
か
、
水
洗
い
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
が
可
能
で
、

繰
り
返
し
使
用
で
き
る
。

　

締
結
式
は
守
山
消
防
署
＝
西

新
＝
で
催
さ
れ
、
同
社
の
岩
本

正
人
代
表
取
締
役
、
天
子
田
学

区
防
災
安
心
ま
ち
づ
く
り
委
員

ま
た
、
チ
ラ
シ
作
り
で
は
金
城

学
院
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
が
色

を
塗
っ
た
り
、
「
お
じ
い
ち
ゃ

ん　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん　

げ
ん
き

授
業
で
学
ん
で
い
る
金
城
学
院

大
学
の
学
生
が
共
同
で
実
施
。

　

怪
し
い
電
話
に
は
気
を
付
け

て
―
。
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
弁
当

と
と
も
に
手
作
り
の
啓
発
チ
ラ

シ
を
届
け
て
、
高
齢
者
に
特
殊

詐
欺
へ
の
注
意
を
呼
び
掛
け
る

広
報
活
動
が
三
月
四
日
、
苗
代

学
区
で
行
わ
れ
た
。

　

守
山
署
と
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
社
会
課
題
の
解
決
な
ど
を

い
な
ど
新
た
に
設
け
る
箇
所
に

専
用
の
型
を
置
き
、
白
色
の
道

路
線
引
き
用
ス
プ
レ
ー
を
吹
き

付
け
た
。

　

二
時
間
ほ
ど
か
け
、
塗
り
直

し
・
新
設
し
た
足
形
マ
ー
ク
は

合
わ
せ
て
五
十
個
。
同
会
の
梅

村
佳か

ず

お

守
臣
会
長
は
「
子
ど
も
た

ち
の
安
全
確
保
だ
け
で
な
く
、

　

レ
ス
ト
ラ
ン
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
な
ど
、
民
間
活
力
に
よ
る
新
た
な
公
園
施
設
「
オ
バ
ッ
タ
ベ

ッ
タ
」
が
先
月
二
十
日
、
小
幡
緑
地
本
園
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
前
日
の
十
九
日
に
は
プ
レ
オ
ー

プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
と
、
地
元
関
係
者
ら
約
二
百
人
を
招
い
て
の
内
覧
会
が
催
さ
れ
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
な
ど
新
設

大
規
模
災
害
時
の
支
援
協
力
に
関
す
る
覚
書

専
用
の
箱
を
購
入
す
れ
ば
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
が
利
用
で
き
る
。

　

ま
た
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
は

全
二
十
区
画
の
う
ち
十
区
画
が

先
行
オ
ー
プ
ン
し
、
マ
メ
ボ
シ

と
同
じ
く
厳
選
し
た
肉
や
野
菜

を
提
供
。
木
々
の
間
に
張
ら
れ

た
タ
ー
プ
の
下
、
た
き
火
の
雰

囲
気
も
感
じ
ら
れ
る
コ
ン
ロ
で

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
、
手
ぶ
ら

で
訪
れ
て
楽
し
め
る
。

　

六
月
中
旬
ご
ろ
に
は
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
場
の
残
り
の
区
画
と

キ
ャ
ン
プ
場
が
完
成
し
、
両
施

設
を
合
わ
せ
た
「
ヤ
ネ
ル
」

（
宿
泊
棟
の
透
明
な
屋
根
か
ら

「
空
を
つ
か
ま
え
る
」
こ
と
を

イ
メ
ー
ジ
）
が
完
全
オ
ー
プ

ン
。
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
宿
泊
棟

サ
イ
ト
が
十
五
棟
（
二
―
六
人

用
の
五
タ
イ
プ
、
エ
ア
コ
ン
完

備
）
、
テ
ン
ト
持
ち
込
み
サ
イ

ト
が
十
区
画
と
な
っ
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
マ
メ
ボ
シ
＝

☎
０
５
２
（
９
９
０
）
１
８
２

１
＝
、
ヤ
ネ
ル
＝
☎
０
５
２

　

オ
バ
ッ
タ
ベ
ッ
タ
は
、
小
幡

緑
地
で
「
食
べ
た
」
「
寝
そ
べ

っ
た
」
「
し
ゃ
べ
っ
た
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
名
称
で
、
広
さ
は

一
万
六
千
平
方
㍍
。
公
園
の
魅

力
向
上
や
地
域
活
性
化
を
目
的

に
、
公
募
設
置
管
理
制
度
（
パ

ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
、
事
業
収
益
の
一

部
を
公
園
整
備
に
充
て
る
仕
組

み
）
を
活
用
し
て
新
設
さ
れ
た
。

　

同
緑
地
に
自
生
す
る
マ
メ
ナ

シ
と
、
星
空
か
ら
名
付
け
ら
れ

た
レ
ス
ト
ラ
ン
「
マ
メ
ボ
シ
」

は
、
有
機
野
菜
を
中
心
と
し
た

多
国
籍
料
理
を
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス

タ
イ
ル
で
提
供
。
食
材
は
地
元

産
に
こ
だ
わ
り
、
有
名
料
理
店

や
ホ
テ
ル
で
腕
を
磨
い
た
シ
ェ

フ
が
調
理
し
て
い
る
。

　

木
造
平
屋
建
て
の
店
に
は
屋

内
に
六
十
六
席
、
テ
ラ
ス
に
三

十
四
席
が
あ
り
、
ラ
ン
チ
タ
イ

ム
は
午
前
十
一
時
―
午
後
二
時

半
。
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
は
午
後

五
時
―
同
九
時
、
予
約
も
可
。

そ
の
ほ
か
、
再
利
用
が
可
能
な

（
９
９
０
）
１
８
２
３
＝
へ
。

予
約
方
法
な
ど
詳
し
い
情
報
は

オ
バ
ッ
タ
ベ
ッ
タ
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
＝http://www.obattab

e
t
t
a
.
j
p
/

＝
で
紹
介
し
て
い

る
。

　

小
幡
小
学
校
に
通
う
児
童
の

父
親
有
志
「
小
幡
お
や
じ
会
」

は
三
月
二
十
日
、
歩
行
者
に
一

旦
停
止
と
左
右
の
安
全
確
認
を

促
す
足
形
マ
ー
ク
の
塗
り
直
し

な
ど
を
学
区
内
で
行
っ
た
。

　

通
学
路
を
中
心
に
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
い
る
同
小
Ｐ
Ｔ

Ａ
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
行
っ

た
も
の
。
ま
た
、
お
や
じ
会
メ

ン
バ
ー
ら
も
事
前
に
学
区
内
を

歩
き
、
新
た
な
危
険
箇
所
が
な

い
か
を
確
認
し
た
。

　

作
業
当
日
は
十
四
人
が
参
加

し
、
区
役
所
駐
車
場
に
集
ま
っ

た
後
、
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
出
発
。
か
す
れ
た
足
形

マ
ー
ク
の
上
や
、
見
通
し
が
悪

民間活力による新施設「オバッタベッタ」
小幡緑地本園内にオープン　地元関係者ら招き内覧会

足
形
マ
ー
ク
の
塗
り
直
し
や
除
草
作
業
に
汗

「
小
幡
お
や
じ
会
」
と
「
守
東
お
や
じ
会
」

和
気
あ
い
あ
い
と
�
人
が
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

春
季 

名
古
屋
市
守
山
区
Ｇ
Ｇ
協
会
大
会

高
齢
者
に
特
殊
詐
欺
へ
の
注
意
を
呼
び
掛
け

守
山
署
と
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、金
城
学
院
大
生

二
つ
の
事
業
所
と
学
区
防
災
安
心
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
締
結

プレオープンセレモニーでは大村秀章知事（左から
３人目）らによるテープカットも行われた（19日）

保
護
者
の
交
流
も
目
的
―
「
守
東

お
や
じ
会
」
が
催
し
た
除
草
作
業

名古屋市内初、宿泊できるキャンプ場
が６月中旬にオープン（イメージ）

炎
を
見
て
和
み
な
が
ら
、
厳
選
素

材
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
め
る

造
り
や
内
装
な
ど
温
か
み
あ
ふ
れ

る
店
内
が
自
慢
の
「
マ
メ
ボ
シ
」

プレオープンセレモニーの後には「マメ
ボシ」の料理の試食も催された（19日）

地元の関係者らが「マメボシ」をはじ
めオバッタベッタを見学した（19日）

（
左
か
ら
）
丹
羽
署
長
、
岩
本

代
表
取
締
役
、
宮
治
委
員
長

加
藤
委
員
長
（
中
央
左
）
と
野
田

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
同
右
）

弁
当
と
啓
発
チ
ラ
シ
、
特
殊
詐
欺
へ

の
注
意
を
喚
起
す
る
声
も
届
け
た

同
日
、
守
山
署
と
金
城
学
院
大
生

ら
が
制
作
し
た
特
殊
詐
欺
防
止
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
上
映
も
行
わ
れ
た
＝
小
幡

南
一
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
湯
～
楽

開会式では児玉区長（中央）もあいさつした

足
形
マ
ー
ク
を
設
置
す
る
「
小
幡

お
や
じ
会
」
の
メ
ン
バ
ー
ら


